
授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

2単位

32時数

写真講師歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

将来予想を調べる

専門学生中に何が必要か？

保護者と 話し てく る。

「 なぜ」 頑張れたのか？

自己分析1〜2P

自己分析3〜4P

自己分析5〜6P

夏休みの過ごし 方の確認

企業訪問での質問について

履歴書について

業界EXPO来校希望企業調査について

夏休み中に企業の方と 接触する（ OBやOG訪問など）

( 夏休み直前授業) 夏休み中の作業の仕方指導。

労働についての認識を 深める

授業オリ エンテーショ ン

15

16

13

14

11

12

9

10

7

8

求人票の見方

求人票を写し てく る。

本当に実現でき る数年後のイ メ ージか？

数年後のイ メ ージから 今必要なこ と は？

マイ ナビ、 リ ク ナビ、 ビビビッ ト から 企業を探し てみる

メ ールリ テラ シー

雇用形態について

年金

5

6

3

4

過去から 退職までのラ イ フ プラ ン制作。

頑張っ たこ と の深掘り ( 方法・ 結果)

数字を入れて文章を書き 上げる。 ( 信頼を得る)

自己PRを書いてみる。

自己PRの書き 方。

数年後の自分をイ メ ージ

卒後後スグの職種を調べてく る。 なれるのか？

1

2

授業方法 講義

成績評価の方法・ 基準

提出物による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ント ）

何歳にまで働き たいか？（ 将来性）

九州デザイ ナー学院

　 教科名： キャ リ ア開発 原田　 寿雄 ■ 1年　 前期

到達目標
実務経験



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

2単位

32時数

写真講師歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

業界EXPOでの質問を考える

九州デザイ ナー学院

　 教科名： キャ リ ア開発 原田　 寿雄 ■ 1年　 後期

到達目標 会社訪問について理解する
実務経験

授業方法 講義

成績評価の方法・ 基準

提出物による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ント ）

1

2

3

4

面接について。

最後の質問の重要性について

業界EXPO内容　 その1

業界EXPO内容　 その2

スケジュ ール確認

前期成果発表。

5

6

7

業界EXPO内容　 その3

ポート フ ォ リ オについて

業界EXPO内容　 その4

プロフ ィ ールシート について

業界EXPO内容　 その5

EXPO後の訪問について

8

9

10

業界EXPO内容　 その6

服装について

就職活動で製作物の活かし 方

求人時期、 イ ンタ ーンシッ プ時期について

11

12

13

業界EXPO後の行動について

PFデータ について

訪問企業リ スト 制作

訪問オススメ 企業

16

14

15

就職活動届、 イ ンタ ーンシッ プ書類について

学校求人による受験ルールについて

春休み中の合同企業説明会、 企業訪問について



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

2単位

32時数

写真講師歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

春休み中の就職活動報告メ ール

授業方法 講義

成績評価の方法・ 基準

提出物による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ント ）

九州デザイ ナー学院

　 教科名： キャ リ ア開発 原田　 寿雄 ■ 2年　 前期

到達目標
内定までに足り ないと こ ろ 知る。 就労後の自分
について考える。

実務経験

1

2

3

授業オリ エンテーショ ン

4

求人票紹介。

面接質問１ （ 自己PR、 長所短所）

最後の質問

5

6

面接質問２ （ 思いがけない質問）

複数社受験開始( 面接時での受け答え)

内定承諾書について

8

9

辞退について

企業向け展示会について

過去から 退職までのラ イ フ プラ ン再制作。

親の年齢をラ イ フ プラ ンに記入し 再考

選挙について

景気動向指数について

7

16

14

15

夏休み中の就職活動について振り 返り

内定取れていない人の理由を考える

現在の就職活動かたラ イ フ プラ ン再制作。

GW課題、 希望企業、 なぜ希望する
か？

13
( 夏休み直前授業) 夏休み中の作業の仕方指導。

10

11

12

年金について



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

2単位

32時数

写真講師歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

九州デザイ ナー学院

　 教科名： 造形ディ レク ショ ン 原田　 寿雄 ■ 1年　 前期

到達目標
造形業界への就職活動を知るこ と で、 自分自身をディ レク
ショ ンする		

実務経験

授業方法 講義

成績評価の方法・ 基準

提出物による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ント ）

1

2

3

授業オリ エンテーショ ン

4

卒業生などを紹介し 、 職種の違いを知り

就職後にどのよう に働いているか？を知る。

将来を設定し 、 就職の重要性を知る。

過去を振り 返り 、 自分自身がどこ まで頑張れるのか？

未熟な部分を理解する。

5

6

自己PRを書いてみる。

自己PRの書き 方。

数年後の自分をイ メ ージ

卒後後スグの職種を調べてく る。 なれるのか？

7

8

9

求人票の見方

求人票を写し てく る。

本当に実現でき る数年後のイ メ ージか？

数年後のイ メ ージから 今必要なこ と は？

Twi t t erなどから 原型師や業界を知る。

11

12

雇用形態について

業界EXPO来校希望企業調査について

夏休み中に作品を１ 体制作し てみる。

夏休みの過ごし 方の確認

企業訪問での質問について

ポート フ ォ リ オについて

10

14

15

13
( 夏休み直前授業) 夏休み中の作業の仕方指導。

16



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

2単位

32時数

写真講師歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

九州デザイ ナー学院

　 教科名： 造形ディ レ ク ショ ン 原田　 寿雄 ■ 1年　 後期

到達目標
造形業界への就職活動の準備を 行い、 自分自身を
ディ レ ク ショ ンする		

実務経験

授業方法 講義

成績評価の方法・ 基準

提出物による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ン ト ）

1

2

3

4

ポート フ ォ リ オを 制作し 始める ため、 制作し た

作品を 準備する 。

作品を 撮影

カ メ ラ の高さ や背景、 光の方向に気を つける

作品を 撮影

正面、 側面、 背面、 斜め

前期成果発表。

5

6

7

ポート フ ォ リ オ制作のためI l l ust r at or 、

Phot oshopを 使用する 。

ポート フ ォ リ オ表紙、 自己紹介を 制作。

ポート フ ォ リ オ１ 体分でし てみる

8

9

10

就職活動で製作物の活かし 方

ポート フ ォ リ オで見せたい部分が見せら れて

いる か？

業界EXPOから どのよ う に就職活動を 行う か？

11

12

13

ポート フ ォ リ オのブラ ッ シュ アッ プに必要な

作品考え製作開始

冬休み中に進行確認

履歴書を 制作。

学歴や職歴、 資格や免許、 趣味や特技など

16

14

15

作品進捗の確認

履歴書を 制作。

自己PR、 志望動機の書き 方。

ポート フ ォ リ オのブラ ッ シュ アッ プの確認



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

彫刻家

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

演習中指導

人体模写と 講評会

演習中指導

人体模写と 講評会

演習中指導

九州デザイ ナー学院

　 教科名： フ ィ ギュ アデッ サン 山本 重春 ■ 1年　 前期

到達目標
実務経験

美術解剖学の学習と 習得。  大まかな人体図の習
得。

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ント ）

4

5

1

2

3

授業オリ エンテーショ ン

デッ サン開始　 初回は自由に素描と 講評会

デッ サン　 構図の指導と 描写と 講評会

演習中指導

デッ サン　 構図から スケッ チと 講評会

演習中指導

デッ サン演習と 講評会

6

7

人体模写と 講評会

演習中指導

平面( 2次元) 〜立体( 3次元)

骨格の形成 演習中指導

8

9

人体の比率に関する講義（ 骨格の比率）

骨格の形成 演習中指導

人体の比率に関する講義（ 人体正面の比率）

骨格の形成 演習中指導

人体の比率に関する講義（ 人体背面の比率）

14

15

人体の比率に関する講義（ 人体側面の比率）

骨格の形成 演習中指導

人体の比率の復習

骨格の形成 演習中指導

講評

年間を 通し て人体図を 手描き で参考なし に描けるよ
う になる。

16

12

13

10

11

( 夏休み直前授業) 夏休み中の作業の仕方指導。



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

彫刻家

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

九州デザイ ナー学院

　 教科名： フ ィ ギュ アデッ サン 山本 重春 ■ 1年　 後期

到達目標
実務経験

4

5

1

2

3

骨格の形成 演習中指導

人体の比率に関する講義（ 人体背面の比率）

骨格の形成 演習中指導

人体の比率に関する講義（ 人体正面の比率）

骨格の形成 演習中指導

前期製作発表。

8

9

6

7

就職活動で製作物の活かし 方

講評

骨格の形成 演習中指導

人体の比率の復習

12

13

10

11

・ 後頭部の造り についての解説と 実技

頭蓋制作3

・ 側頭部の造り についての解説と 実技

頭蓋制作2

・ 前頭部の造り について解説と 実技

頭蓋制作１

16

14

15

・ 制作し た頭蓋に粘土を使っ て筋肉を貼る

頭蓋〜筋肉3

・ 制作し た頭蓋に粘土を使っ て筋肉を貼る

頭蓋〜筋肉２

・ 顔の筋肉に関する解説

頭蓋〜筋肉１

美術解剖学の学習と 習得。 人体図と 解剖図の習得。 立体
造形の開始NSP粘土で人体造型学習と 人体図の習得。 人体
図から 解剖図に入る。  解剖学・ 骨格・ 筋肉の名称を覚え
る。

・ 頭蓋の制作（ 土台制作の制度を上げる）

顔の基本と なる骨格（ 頭蓋） の理解

骨格の形成 演習中指導

人体の比率に関する講義（ 人体側面の比率）

人体の比率に関する講義（ 骨格の比率）

芯材制作

資材
（ 評価ポイ ント ）



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

フ ィ ギュ ア原型師

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

ポリ パテの板、 3mm棒の作成

ねんどろ いどぷち の複製

顔を 型取り 、 複製

複製品のバリ 取り 、 表面処理

バリ を すべて取り 、 磨き 始める

複製品の表面処理

全体を 磨き サフ を 吹く

ねんどろ いどぷちの顔を参考に１ から 制作

制作のための心材作成

ねんどろ いどぷちの顔を参考に１ から 制作

サーフ ェ イ サーを 使い表面処理

ねんどろ いどぷちの顔を参考に１ から 制作

表面処理終了

オブジェ ク ト の分割

ルータ ーを 使っ てオブジェ ク ト を 分割

オブジェ ク ト の分割、 凹凸作成

ダボの作成、 受け側の作成

ナイ フ 、 メ スを 使っ て筋彫り

指定の形状の筋彫り

オブジェ ク ト のエッ ジを たてる

指定の形状にエッ ジを たてる

シリ コ ン を 使っ た複製

ねんど埋め、 シリ コ ン 片面流す

シリ コ ン を 使っ た複製

反面に離型材を 塗り 、 片面シリ コ ン 流
す

レ ジン キャ スト で複製物作成

型を 整形し 、 レ ジン で複製品作成

九州デザイ ナー学院

　 教科名： 造形制作基礎 榊原 優太 ■ 1年　 前期

到達目標 フ ィ ギュ ア制作基礎の学習
実務経験

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ン ト ）

1

2

3

授業オリ エン テーショ ン

4

ポリ エステルパテを 使っ た単純な形状の作成。

道具の使い方。

簡易な型取り 、 複製

作業の正確さ

5

6

形を 整える

作業の丁寧さ

複製品の表面処理

時間内での作業の丁寧さ

ポリ パテを 使っ た造形

観る 力、 正確さ

7

8

9

ポリ パテを 使っ た造形

観る 力、 正確さ

ポリ パテを 使っ た造形

観る 力、 正確さ

分割を おぼえる

作業の正確さ

( 夏休み直前授業) 夏休み中の作業の仕方指導。

16

10

11

12

分割を おぼえる

作業の正確さ 、 丁寧さ

筋彫り を 覚える

作業の正確さ 、 丁寧さ

エッ ジ、 メ リ ハリ を 覚える

作業の正確さ 、 丁寧さ

14

15

複製を 覚える

作業の正確さ 、 丁寧さ

複製を 覚える

作業の正確さ 、 丁寧さ

複製を 覚える

作業の正確さ 、 丁寧さ

13



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

フ ィ ギュ ア原型師

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

素体をつかっ てポージング

参考に近いバラ ンスでのポージング

素体に肉の盛り つけ

アウト ラ イ ンを近づける

ラ フ 状態の作成

全体のアウト ラ イ ンができ ている

分割

必要最低限の分割を行う

メ リ ハリ を作成、 表面処理

表面処理を行う

表面処理

サフ を使い表面処理

表面処理完了

サフ 状態にする

参考資料収集

メ イ ンイ ラ スト に加え参考資料数点収集

素体を使っ てポージング

素体状態の完成

ポージング完成

元イ ラ スト から 重心など崩れていない

アウト ラ イ ン整形

パーツが揃っ ている状態

メ リ ハリ が分かる状態

全身の緩急が把握でき る

元絵のイ メ ージに作品を構築

全身が大まかにでき ている

表面処理

全体的に磨き をかけ精度をあげる

九州デザイ ナー学院

　 教科名： 造形制作基礎 榊原 優太 ■ 1年　 後期

到達目標 フ ィ ギュ ア原型完成		
実務経験

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ント ）

1

2

3

4

既存品のフ ィ ギュ アをも と に原型制作。

観察力、 造形力、 思考力、 理解力、 作業の丁寧さ

既存品のフ ィ ギュ アをも と に原型制作。

観察力、 造形力、 思考力、 理解力、 作業の丁寧さ

既存品のフ ィ ギュ アをも と に原型制作。

観察力、 造形力、 思考力、 理解力、 作業の丁寧さ

前期製作発表。

5

6

7

既存品のフ ィ ギュ アをも と に原型制作。

観察力、 造形力、 思考力、 理解力、 作業の丁寧さ

既存品のフ ィ ギュ アをも と に原型制作。

観察力、 造形力、 思考力、 理解力、 作業の丁寧さ

既存品のフ ィ ギュ アをも と に原型制作。

観察力、 造形力、 思考力、 理解力、 作業の丁寧さ

8

9

10

既存品のフ ィ ギュ アをも と に原型制作。

観察力、 造形力、 思考力、 理解力、 作業の丁寧さ

イ ラ スト の選考

立体にし た場合を考えている

就職活動で製作物の活かし 方

11

12

13

制作スタ ート

元絵に対し 雰囲気をつかめるか

ポージング、 重心などを思考

元絵に対し 雰囲気をつかめるか

肉付けをし 、 アウト ラ イ ンを作る

元絵に対し 雰囲気をつかめるか

16

14

15

メ リ ハリ 、 肉感重視

立体への質感を考えている

雰囲気をイ ラ スト に近づける

ラ フ 状態でサフ 前まで制作



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

デザイ ン制作会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

◎基本9アン グル( ハイ レ ベル・ ロ ーレ ベル. . アイ レ ベルの理解)

◎立面図作製（ フ ィ ギュ ア）

制作途中のフ ィ ギュ アの立面図制作

九州デザイ ナー学院

　 教科名： モデリ ング基礎 元木　 昭平

回
授業内容

◎パース円を 描く ( 楕円と の違いを 理解する )

◎比率の感覚( 正立方体を 描く )

8

10

12

6

　 正面・ 側面・ 上面のつながり の理解

■ 1年　 前期

到達目標
透視図の基礎を 学ぶ
基本の9アングル。 複合体作画。 接地の原則。

実務経験

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

資材
（ 評価ポイ ン ト ）

4

5

1

2

3

（ 物体と 背景の空間の統一）

◎正立方体の接地◎接地の原則

◎複合体を 3つのアン グルで描く ( ハイ ・ アイ ・ ロ ー)

◎複合体を 描く ( 角柱と 円柱の要素を 併せ持つ形)

◎( 円柱を 描く )

◎パース円を 描く ( 楕円と の違いを 理解する )

◎( 円柱を 描く )

7

◎透視図法を 適用し て簡単なオリ ジナルを 描く

（ 物体と 背景の空間の統一） ◎複合体の接地

◎接地の原則

◎正立方体の接地

◎接地の原則（ 物体と 背景の空間の統一）

◎正立方体の接地

◎透視図法を 適用し て簡単なオリ ジナルを 描く

9

14

15

◎立面図作製（ フ ィ ギュ ア）

透視図を 用いてフ ィ ギュ アの各アン グルス ケッ チを 描く

制作途中のフ ィ ギュ アの立面図制作

◎フ ィ ギュ アパーススケッ チ
16

13

◎立面図作製（ 電動工具）

　 正面・ 側面・ 上面のつながり の理解

( 夏休み直前授業) 夏休み中の作業の仕方指導。

11
◎立面図作製（ 複合体）



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

デザイ ン制作会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

前期製作発表。

九州デザイ ナー学院

　 教科名： モデリ ング基礎 元木　 昭平 ■ 1年　 後期

到達目標
いく つかの素材の特徴、 加工方法を 学ぶ。 基本的
な形が作れる。 		
円柱、 角柱、 複合体「 コ ダマボール」 を 制作	

実務経験

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ント ）

4

5

1

2

3

◎スチレンボード の基本的な加工の仕方と 当素材の特徴を理
解する

◎45°カ ッ ト の仕方◎スリ ッ ト 曲げ

◎スチレンボード の基本的な加工の仕方と  当素材の特徴を理
解する

◎複合体を作る ◎展開図を意識し て制作する

◎スタ イ ロフ ォ ームと ク レイ （ アーティ スタ フ ォ ルモ）

の加工の仕方と 当素材の特徴を理解する

◎スタ イ ロフ ォ ームと ク レイ  ◎ヒ ート カ ッ タ ーの加工法

◎カ ッ タ ーを用いてのク レータ 加工

8

9

6

7

◎スタ イ ロフ ォ ームと ク レイ  ◎ヒ ート カ ッ タ ーの加工法

◎カ ッ タ ーを用いてのク レータ 加工

◎ク レイ の基礎塗り （ 目地なら し ）  ◎盛付け（ ホール空け）

◎乾燥による歪みの調整の仕方

◎塗装（ 筆塗り と ブラ シ、 マスキング）

就職活動で製作物の活かし 方

◎サイ ズの割り 出し ◎仕上がり のイ メ ージスケッ チ

◎フ ィ ギュ アの背景を制作◎適材の選択

◎立面図と パーススケッ チを描く

◎フ ィ ギュ アの背景を制作

◎立面図と パーススケッ チを描く

14

15

◎フ ィ ギュ アの背景を制作

◎フ ィ ギュ アの背景を制作

◎フ ィ ギュ アの背景を制作

16

12

13

10

11

◎フ ィ ギュ アの背景を制作

◎サイ ズの割り 出し ◎仕上がり のイ メ ージスケッ チ

◎フ ィ ギュ アの背景を制作◎適材の選択



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

作画スタ ジオ勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

ブロッ ク や円筒の練習

比率と 単純化を学ぶ

9方向から 見たブロッ ク を描く

素体の頭部作成

顔のパーツ と バラ ン スについて知る

ラ ンド マーク を学ぶ

シンプルに表現し た人体を動かす

筋肉を学んでより 人間ら し く 描く

肉付けし たブロッ ク 人体で

運動を描く

手をブロッ ク で描く

足をブロッ ク で描く

より 自然な人体表現を学ぶ

様々なポーズを素体を用いて描く

九州デザイ ナー学院

　 教科名： 造形研究 伊藤　 武 ■ 1年　 前期

到達目標
人体を キャ ラ ク タ ーに落と し 込むためのド ロー
イ ング技術を 身につける。 簡単なプロポーショ
ン図を マスタ ーする。 		

実務経験

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ント ）

1

2

3

授業オリ エンテーショ ン

4

形を捉える技術について導入。

人体を簡単な形状に分解し て考える。

空間を理解するベーシッ ク ト レーニング

角度によっ てどのよう に見えるか

5

6

人体の頭部への理解

人体の頭部への理解２

人体ド ローイ ング６

7

8

9

人体ド ローイ ング１

人体ド ローイ ング２

人体ド ローイ ング３

肉付けし たブロッ ク 人体を様々な
角度で描く

16

人体ド ローイ ング７

筋肉表現

ポーズ表現

14

15

13
( 夏休み直前授業) 夏休み中の作業の仕方指導。

10

11

12

人体ド ローイ ング４

人体ド ローイ ング５



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

作画スタ ジオ勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

3面図から 描く 練習

同じ ポーズを、 視点を変えて描く

骨格や筋肉を詳細に学ぶ

体表に現れる性差について

運動や年齢による体格の違い

素体を キャ ラ と し てデフ ォ ルメ する

デフ ォ ルメ し た素体で歩く /走る

座る・ かがむなど

２ 体以上で同じ 画面に描く

素体に衣装を着せて描く

サムネイ ルスケッ チから ラ フ まで

シルエッ ト から ディ テールへ

バリ エーショ ンの制作

ポーズをつけ、 ３ 面図へ

九州デザイ ナー学院

　 教科名： 造形研究 伊藤　 武 ■ 1年　 後期

到達目標
人体を キャ ラ ク タ ーに落と し 込むためのド ローイ ン
グ技術を みにつける。 キャ ラ ク タ ー性により 、 デザ
イ ンを 変化さ せる知識と テク ニッ ク を 学習する。 		

実務経験

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ント ）

1

2

3

4

空間理解

空間理解２

人体理解

前期製作発表。

5

6

7

人体理解２

人体理解３

キャ ラ ク タ ード ローイ ング

8

9

10

就職活動で製作物の活かし 方

キャ ラ ク タ ード ローイ ング2

キャ ラ ク タ ード ローイ ング3

11

12

13

キャ ラ ク タ ード ローイ ング4

キャ ラ ク タ ード ローイ ング5

キャ ラ ク タ ーデザイ ン

16

14

15

キャ ラ ク タ ーデザイ ン2

キャ ラ ク タ ーデザイ ン３

キャ ラ ク タ ーデザイ ン４



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

3Dプリ ンタ ー会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

こ ち ら で用意し たモデルを 動かし てポーズを つけ
る

（ 時間内にでき たと こ ろ までを 提出）

猫のキャ ラ ク タ ーモデルの作成

（ 時間内にでき たと こ ろ までを 提出）

動物のキャ ラ ク タ ーモデルの資料作成１

（ 提出は無し ）

キャ ラ ク タ ーモデルの形状作成1

（ 提出は無し ）

人型素体モデルの作成１

（ 提出は無し ）

人型素体モデルの作成3

（ 提出は無し ）

人型素体モデルの作成3

→モデルの提出１

資料の作成

（ 提出は無し ）

モデルの作成

（ 提出は無し ）

資料の作成

（ 提出は無し ）

顔、 髪の毛の作成

（ 提出は無し ）

胴体の作成

（ 提出は無し ）

服、 装飾の作成

（ 提出は無し ）

最終チェ ッ ク

（ 提出は無し ）

九州デザイ ナー学院

　 教科名： フ ィ ギュ ア3D基礎A 川淵　 直樹 ■ 1年　 前期

到達目標
実務経験デジタ ルでフ ィ ギュ アを 作成する為の技術の

習得

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ン ト ）

1

2

3

授業オリ エン テーショ ン

教室使用、 パソ コ ン 使用について

1ク ール目のオリ エン テーショ ン

Zbr ushの使い方、 動かし 方

形状編集の方法

キャ ラ ク タ ーモデルの形状を 作成

4

5

資料の作り 方

phot oshopを 使っ た資料作成１

資料を 元にし たモデルの作成

動物の形状を モデリ ン グ

6

7

特殊な機能の使い方１

Zspher e機能を 使っ たモデリ ン グ

特殊な機能の使い方３

顔の形状を 作成する

8

9

モデルの最終チェ ッ ク １

形状やポリ ゴン 数の確認と 修正

小物などのアイ テムの作り 方１

Zmodel er 機能を 使っ たモデリ ン グ１

小物などのアイ テムの作り 方３

Zmodel er 機能を 使っ たモデリ ン グ３

胸像モデルの作成1

胸像を モデリ ン グする 方法１

14

15

胸像モデルの作成5

胴体の作り 方１

胸像モデルの作成7

服、 装飾の作り 方１

胸像モデルの作成9

モデルの最終調整１
16

12

13

胸像モデルの作成3

顔、 髪の毛の作り 方１

( 夏休み直前授業) 夏休み中の作業の仕方指導。

10

11



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

3Dプリ ンタ ー会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

選択し た課題の資料を 作成

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業1

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業3

（ 可能なら 提出）

資料の作成

（ 提出は無し ）

顔、 髪の毛の作成

（ 提出は無し ）

胴体の作成

（ 提出は無し ）

服、 装飾の作成

（ 可能なら 提出）

資料、 仕様書の作成

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業１

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業3

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業5

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業7

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業9

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業11

（ 可能なら 提出）

九州デザイ ナー学院

　 教科名： フ ィ ギュ ア3D基礎A 川淵　 直樹 ■ 1年　 後期

到達目標
実務経験習得し た技術の応用と 新し い機能を 使っ て綺麗に仕

上げる方法の習得

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ン ト ）

1

2

3

選択式の課題１

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを選んで作業する

選択式の課題3

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを選んで作業する

前期製作発表。

4

5

選択式の課題5

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを選んで作業する

胸像モデルの作成1

効率よ く モデリ ン グする 方法1

6

7

胸像モデルの作成3

効率よ く モデリ ン グする 方法3

胸像モデルの作成5

効率よ く モデリ ン グする 方法5

8

9

胸像モデルの作成7

最終調整

就職活動で製作物の活かし 方

全身モデルの作成1

全身モデルを モデリ ン グする 方法1

全身モデルの作成3

全身モデルを モデリ ン グする 方法3

14

15

全身モデルの作成9

モデルを 分割する 方法1

全身モデルの作成11

３ Dプリ ン タ ーに対応し たモデルの編集

全身モデルの作成13

最終調整
16

12

13

全身モデルの作成5

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

全身モデルの作成7

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

10

11



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

3Dプリ ンタ ー会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

こ ち ら で用意し たモデルの形状を 編集す
る

（ 時間内にでき たと こ ろ までを 提出）

猫のキャ ラ ク タ ーモデルの作成2

（ 時間内にでき たと こ ろ までを 提出）

動物のキャ ラ ク タ ーモデルの資料作成2

完成し た資料を 提出

キャ ラ ク タ ーモデルの形状作成1

（ 提出は無し ）

人型素体モデルの作成2

（ 提出は無し ）

人型素体モデルの作成4

（ 提出は無し ）

人型素体モデルの作成6

→モデルの提出2

資料の作成、 モデリ ン グ作業

（ 提出は無し ）

モデルの作成

完成し たモデルの提出

資料の作成2

（ 提出は無し ）

顔、 髪の毛の作成2

（ 提出は無し ）

胴体の作成2

（ 提出は無し ）

服、 装飾の作成2

（ 提出は無し ）

最終チェ ッ ク 2

（ 提出は無し ）

九州デザイ ナー学院

　 教科名： フ ィ ギュ ア3D基礎B 川淵　 直樹 ■ 1年　 前期

到達目標
実務経験

デジタ ルでフ ィ ギュ アを 作成する為の技術の習得

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ン ト ）

1

2

3

Zbr ushの使い方、 動かし 方２

形状の編集

ガイ ド 画像の設定方法

ガイ ド 画像の設定し て正確なモデルを 作成する

授業「 フ ィ ギュ ア3D基礎A」 と の連動について。

4

5

資料の作り 方

phot oshopを 使っ た資料作成2

資料を 元にし たモデルの作成2

動物の形状を モデリ ン グ2

6

7

特殊な機能の使い方2

手足のモデルの作成

特殊な機能の使い方4

胴体を カ ッ ト し 、 肩と 腰のパーツ を 作成する

8

9

モデルの最終チェ ッ ク 2

今まで作成し たモデルの形状やポリ ゴン 数の確認と 修
正

小物などのアイ テムの作り 方2

Zmodel er 機能を 使っ たモデリ ン グ2

小物などのアイ テムの作り 方4

Zmodel er 機能を 使っ たモデリ ン グ4

胸像モデルの作成1

胸像を モデリ ン グする 方法１

14

15

胸像モデルの作成5

胴体の作り 方１

胸像モデルの作成7

服、 装飾の作り 方１

胸像モデルの作成9

モデルの最終調整１
16

12

13

胸像モデルの作成3

顔、 髪の毛の作り 方１

( 夏休み直前授業) 夏休み中の作業の仕方指導。

10

11



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

3Dプリ ンタ ー会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

選択し た課題の資料を 作成2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業4

（ モデル提出）

資料の作成2

（ 提出は無し ）

顔、 髪の毛の作成

（ 提出は無し ）

胴体の作成

（ 提出は無し ）

モデルの最終調整

（ モデル提出）

資料、 仕様書の作成2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業4

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業6

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業8

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業10

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業12

（ モデル提出）

九州デザイ ナー学院

　 教科名： フ ィ ギュ ア3D基礎B 川淵　 直樹 ■ 1年　 後期

到達目標
実務経験習得し た技術の応用と 新し い機能を使っ て綺麗に仕

上げる方法の習得

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ン ト ）

1

2

3

選択式の課題2

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

選択式の課題4

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

前期製作発表。

4

5

選択式の課題6

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

胸像モデルの作成2

効率よ く モデリ ン グする 方法2

6

7

胸像モデルの作成3

効率よ く モデリ ン グする 方法4

胸像モデルの作成6

効率よ く モデリ ン グする 方法6

8

9

胸像モデルの作成8

最終調整

就職活動で製作物の活かし 方

全身モデルの作成1

全身モデルを モデリ ン グする 方法1

全身モデルの作成3

全身モデルを モデリ ン グする 方法3

14

15

全身モデルの作成9

モデルを 分割する 方法2

全身モデルの作成11

３ Dプリ ン タ ーに対応し たモデルの編集2

全身モデルの作成13

最終調整
16

12

13

全身モデルの作成5

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

全身モデルの作成7

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

10

11



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

2単位

32時数

3Dプリ ンタ ー会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

選択し た課題の資料を 作成2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業4

（ モデル提出）

資料の作成2

（ 提出は無し ）

顔、 髪の毛の作成

（ 提出は無し ）

胴体の作成

（ 提出は無し ）

モデルの最終調整

（ モデル提出）

資料、 仕様書の作成2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業4

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業6

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業8

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業10

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業12

（ モデル提出）最終調整

15
全身モデルの作成11

３ Dプリ ン タ ーに対応し たモデルの編集2

16
全身モデルの作成13

13
全身モデルの作成7

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

14
全身モデルの作成9

モデルを 分割する 方法2

11
全身モデルの作成3

全身モデルを モデリ ン グする 方法3

12
全身モデルの作成5

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

9
就職活動で製作物の活かし 方

10
全身モデルの作成1

全身モデルを モデリ ン グする 方法1

7
胸像モデルの作成6

効率よ く モデリ ン グする 方法6

8
胸像モデルの作成8

最終調整

5
胸像モデルの作成2

効率よ く モデリ ン グする 方法2

6
胸像モデルの作成3

効率よ く モデリ ン グする 方法4

3
選択式の課題4

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

4
選択式の課題6

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

1
前期製作発表。

2
選択式の課題2

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

授業方法 講義

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ン ト ）

九州デザイ ナー学院

　 教科名： スキルアッ プⅠ 原田　 寿雄 ■ 1年　 後期

到達目標
習得し た技術の応用と 新し い機能を使っ て綺麗に仕
上げる方法の習得

実務経験



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

2単位

32時数

3Dプリ ンタ ー会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

選択し た課題の資料を 作成2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業4

（ モデル提出）

資料の作成2

（ 提出は無し ）

顔、 髪の毛の作成

（ 提出は無し ）

胴体の作成

（ 提出は無し ）

モデルの最終調整

（ モデル提出）

資料、 仕様書の作成2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業4

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業6

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業8

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業10

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業12

（ モデル提出）最終調整

15
全身モデルの作成11

３ Dプリ ン タ ーに対応し たモデルの編集2

16
全身モデルの作成13

13
全身モデルの作成7

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

14
全身モデルの作成9

モデルを 分割する 方法2

11
全身モデルの作成3

全身モデルを モデリ ン グする 方法3

12
全身モデルの作成5

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

9
就職活動で製作物の活かし 方

10
全身モデルの作成1

全身モデルを モデリ ン グする 方法1

7
胸像モデルの作成6

効率よ く モデリ ン グする 方法6

8
胸像モデルの作成8

最終調整

5
胸像モデルの作成2

効率よ く モデリ ン グする 方法2

6
胸像モデルの作成3

効率よ く モデリ ン グする 方法4

3
選択式の課題4

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

4
選択式の課題6

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

1
前期製作発表。

2
選択式の課題2

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

授業方法 講義

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ン ト ）

九州デザイ ナー学院

　 教科名： キャ リ アアッ プ 原田　 寿雄 ■ 1年　 後期

到達目標
習得し た技術の応用と 新し い機能を使っ て綺麗に仕
上げる方法の習得

実務経験



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

2単位

32時数

3Dプリ ンタ ー会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

選択し た課題の資料を 作成2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業4

（ モデル提出）

資料の作成2

（ 提出は無し ）

顔、 髪の毛の作成

（ 提出は無し ）

胴体の作成

（ 提出は無し ）

モデルの最終調整

（ モデル提出）

資料、 仕様書の作成2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業4

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業6

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業8

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業10

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業12

（ モデル提出）最終調整

15
全身モデルの作成11

３ Dプリ ン タ ーに対応し たモデルの編集2

16
全身モデルの作成13

13
全身モデルの作成7

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

14
全身モデルの作成9

モデルを 分割する 方法2

11
全身モデルの作成3

全身モデルを モデリ ン グする 方法3

12
全身モデルの作成5

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

9
就職活動で製作物の活かし 方

10
全身モデルの作成1

全身モデルを モデリ ン グする 方法1

7
胸像モデルの作成6

効率よ く モデリ ン グする 方法6

8
胸像モデルの作成8

最終調整

5
胸像モデルの作成2

効率よ く モデリ ン グする 方法2

6
胸像モデルの作成3

効率よ く モデリ ン グする 方法4

3
選択式の課題4

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

4
選択式の課題6

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

1
前期製作発表。

2
選択式の課題2

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

授業方法 講義

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ン ト ）

九州デザイ ナー学院

　 教科名： スキルアッ プⅡ 原田　 寿雄 ■ 2年　 後期

到達目標
習得し た技術の応用と 新し い機能を使っ て綺麗に仕
上げる方法の習得

実務経験



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

2単位

32時数

3Dプリ ンタ ー会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

選択し た課題の資料を 作成2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業4

（ モデル提出）

資料の作成2

（ 提出は無し ）

顔、 髪の毛の作成

（ 提出は無し ）

胴体の作成

（ 提出は無し ）

モデルの最終調整

（ モデル提出）

資料、 仕様書の作成2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業4

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業6

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業8

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業10

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業12

（ モデル提出）最終調整

15
全身モデルの作成11

３ Dプリ ン タ ーに対応し たモデルの編集2

16
全身モデルの作成13

13
全身モデルの作成7

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

14
全身モデルの作成9

モデルを 分割する 方法2

11
全身モデルの作成3

全身モデルを モデリ ン グする 方法3

12
全身モデルの作成5

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

9
就職活動で製作物の活かし 方

10
全身モデルの作成1

全身モデルを モデリ ン グする 方法1

7
胸像モデルの作成6

効率よ く モデリ ン グする 方法6

8
胸像モデルの作成8

最終調整

5
胸像モデルの作成2

効率よ く モデリ ン グする 方法2

6
胸像モデルの作成3

効率よ く モデリ ン グする 方法4

3
選択式の課題4

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

4
選択式の課題6

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

1
前期製作発表。

2
選択式の課題2

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ン ト ）

九州デザイ ナー学院

　 教科名： 特別補講 原田　 寿雄 ■ 2年　 後期

到達目標 モデリ ング技術の習得
実務経験



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

2単位

32時数

3Dプリ ンタ ー会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

選択し た課題の資料を 作成2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業4

（ モデル提出）

資料の作成2

（ 提出は無し ）

顔、 髪の毛の作成

（ 提出は無し ）

胴体の作成

（ 提出は無し ）

モデルの最終調整

（ モデル提出）

資料、 仕様書の作成2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業4

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業6

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業8

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業10

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業12

（ モデル提出）最終調整

15
全身モデルの作成11

３ Dプリ ン タ ーに対応し たモデルの編集2

16
全身モデルの作成13

13
全身モデルの作成7

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

14
全身モデルの作成9

モデルを 分割する 方法2

11
全身モデルの作成3

全身モデルを モデリ ン グする 方法3

12
全身モデルの作成5

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

9
就職活動で製作物の活かし 方

10
全身モデルの作成1

全身モデルを モデリ ン グする 方法1

7
胸像モデルの作成6

効率よ く モデリ ン グする 方法6

8
胸像モデルの作成8

最終調整

5
胸像モデルの作成2

効率よ く モデリ ン グする 方法2

6
胸像モデルの作成3

効率よ く モデリ ン グする 方法4

3
選択式の課題4

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

4
選択式の課題6

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

1
前期製作発表。

2
選択式の課題2

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ン ト ）

九州デザイ ナー学院

　 教科名： ホームルーム 原田　 寿雄 ■ 1年　 後期

到達目標
実務経験



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

2単位

32時数

3Dプリ ンタ ー会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

選択し た課題の資料を 作成2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業4

（ モデル提出）

資料の作成2

（ 提出は無し ）

顔、 髪の毛の作成

（ 提出は無し ）

胴体の作成

（ 提出は無し ）

モデルの最終調整

（ モデル提出）

資料、 仕様書の作成2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業4

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業6

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業8

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業10

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業12

（ モデル提出）最終調整

15
全身モデルの作成11

３ Dプリ ン タ ーに対応し たモデルの編集2

16
全身モデルの作成13

13
全身モデルの作成7

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

14
全身モデルの作成9

モデルを 分割する 方法2

11
全身モデルの作成3

全身モデルを モデリ ン グする 方法3

12
全身モデルの作成5

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

9
就職活動で製作物の活かし 方

10
全身モデルの作成1

全身モデルを モデリ ン グする 方法1

7
胸像モデルの作成6

効率よ く モデリ ン グする 方法6

8
胸像モデルの作成8

最終調整

5
胸像モデルの作成2

効率よ く モデリ ン グする 方法2

6
胸像モデルの作成3

効率よ く モデリ ン グする 方法4

3
選択式の課題4

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

4
選択式の課題6

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

1
前期製作発表。

2
選択式の課題2

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ン ト ）

九州デザイ ナー学院

　 教科名： ホームルーム 原田　 寿雄 ■ 1年　 後期

到達目標
実務経験



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

2単位

32時数

3Dプリ ンタ ー会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

選択し た課題の資料を 作成2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業4

（ モデル提出）

資料の作成2

（ 提出は無し ）

顔、 髪の毛の作成

（ 提出は無し ）

胴体の作成

（ 提出は無し ）

モデルの最終調整

（ モデル提出）

資料、 仕様書の作成2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業4

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業6

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業8

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業10

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業12

（ モデル提出）最終調整

15
全身モデルの作成11

３ Dプリ ン タ ーに対応し たモデルの編集2

16
全身モデルの作成13

13
全身モデルの作成7

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

14
全身モデルの作成9

モデルを 分割する 方法2

11
全身モデルの作成3

全身モデルを モデリ ン グする 方法3

12
全身モデルの作成5

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

9
就職活動で製作物の活かし 方

10
全身モデルの作成1

全身モデルを モデリ ン グする 方法1

7
胸像モデルの作成6

効率よ く モデリ ン グする 方法6

8
胸像モデルの作成8

最終調整

5
胸像モデルの作成2

効率よ く モデリ ン グする 方法2

6
胸像モデルの作成3

効率よ く モデリ ン グする 方法4

3
選択式の課題4

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

4
選択式の課題6

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

1
前期製作発表。

2
選択式の課題2

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ン ト ）

九州デザイ ナー学院

　 教科名： ホームルーム 原田　 寿雄 ■ 2年　 後期

到達目標
実務経験



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

2単位

32時数

3Dプリ ンタ ー会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

選択し た課題の資料を 作成2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業4

（ モデル提出）

資料の作成2

（ 提出は無し ）

顔、 髪の毛の作成

（ 提出は無し ）

胴体の作成

（ 提出は無し ）

モデルの最終調整

（ モデル提出）

資料、 仕様書の作成2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業4

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業6

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業8

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業10

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業12

（ モデル提出）最終調整

15
全身モデルの作成11

３ Dプリ ン タ ーに対応し たモデルの編集2

16
全身モデルの作成13

13
全身モデルの作成7

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

14
全身モデルの作成9

モデルを 分割する 方法2

11
全身モデルの作成3

全身モデルを モデリ ン グする 方法3

12
全身モデルの作成5

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

9
就職活動で製作物の活かし 方

10
全身モデルの作成1

全身モデルを モデリ ン グする 方法1

7
胸像モデルの作成6

効率よ く モデリ ン グする 方法6

8
胸像モデルの作成8

最終調整

5
胸像モデルの作成2

効率よ く モデリ ン グする 方法2

6
胸像モデルの作成3

効率よ く モデリ ン グする 方法4

3
選択式の課題4

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

4
選択式の課題6

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

1
前期製作発表。

2
選択式の課題2

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ン ト ）

九州デザイ ナー学院

　 教科名： ホームルーム 原田　 寿雄 ■ 2年　 後期

到達目標
実務経験



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

2単位

32時数

3Dプリ ンタ ー会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

選択し た課題の資料を 作成2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業4

（ モデル提出）

資料の作成2

（ 提出は無し ）

顔、 髪の毛の作成

（ 提出は無し ）

胴体の作成

（ 提出は無し ）

モデルの最終調整

（ モデル提出）

資料、 仕様書の作成2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業4

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業6

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業8

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業10

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業12

（ モデル提出）最終調整

15
全身モデルの作成11

３ Dプリ ン タ ーに対応し たモデルの編集2

16
全身モデルの作成13

13
全身モデルの作成7

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

14
全身モデルの作成9

モデルを 分割する 方法2

11
全身モデルの作成3

全身モデルを モデリ ン グする 方法3

12
全身モデルの作成5

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

9
就職活動で製作物の活かし 方

10
全身モデルの作成1

全身モデルを モデリ ン グする 方法1

7
胸像モデルの作成6

効率よ く モデリ ン グする 方法6

8
胸像モデルの作成8

最終調整

5
胸像モデルの作成2

効率よ く モデリ ン グする 方法2

6
胸像モデルの作成3

効率よ く モデリ ン グする 方法4

3
選択式の課題4

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

4
選択式の課題6

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

1
前期製作発表。

2
選択式の課題2

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ン ト ）

九州デザイ ナー学院

　 教科名： キャ リ アステッ プアッ プ 原田　 寿雄 ■ 1年　 後期

到達目標
習得し た技術の応用と 新し い機能を使っ て綺麗に仕
上げる方法の習得

実務経験



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

2単位

32時数

3Dプリ ンタ ー会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

選択し た課題の資料を 作成2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業4

（ モデル提出）

資料の作成2

（ 提出は無し ）

顔、 髪の毛の作成

（ 提出は無し ）

胴体の作成

（ 提出は無し ）

モデルの最終調整

（ モデル提出）

資料、 仕様書の作成2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業4

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業6

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業8

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業10

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業12

（ モデル提出）最終調整

15
全身モデルの作成11

３ Dプリ ン タ ーに対応し たモデルの編集2

16
全身モデルの作成13

13
全身モデルの作成7

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

14
全身モデルの作成9

モデルを 分割する 方法2

11
全身モデルの作成3

全身モデルを モデリ ン グする 方法3

12
全身モデルの作成5

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

9
就職活動で製作物の活かし 方

10
全身モデルの作成1

全身モデルを モデリ ン グする 方法1

7
胸像モデルの作成6

効率よ く モデリ ン グする 方法6

8
胸像モデルの作成8

最終調整

5
胸像モデルの作成2

効率よ く モデリ ン グする 方法2

6
胸像モデルの作成3

効率よ く モデリ ン グする 方法4

3
選択式の課題4

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

4
選択式の課題6

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

1
前期製作発表。

2
選択式の課題2

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ン ト ）

九州デザイ ナー学院

　 教科名： キャ リ アステッ プアッ プ 原田　 寿雄 ■ 1年　 後期

到達目標
習得し た技術の応用と 新し い機能を使っ て綺麗に仕
上げる方法の習得

実務経験



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

2単位

32時数

3Dプリ ンタ ー会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

選択し た課題の資料を 作成2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業4

（ モデル提出）

資料の作成2

（ 提出は無し ）

顔、 髪の毛の作成

（ 提出は無し ）

胴体の作成

（ 提出は無し ）

モデルの最終調整

（ モデル提出）

資料、 仕様書の作成2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業4

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業6

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業8

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業10

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業12

（ モデル提出）最終調整

15
全身モデルの作成11

３ Dプリ ン タ ーに対応し たモデルの編集2

16
全身モデルの作成13

13
全身モデルの作成7

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

14
全身モデルの作成9

モデルを 分割する 方法2

11
全身モデルの作成3

全身モデルを モデリ ン グする 方法3

12
全身モデルの作成5

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

9
就職活動で製作物の活かし 方

10
全身モデルの作成1

全身モデルを モデリ ン グする 方法1

7
胸像モデルの作成6

効率よ く モデリ ン グする 方法6

8
胸像モデルの作成8

最終調整

5
胸像モデルの作成2

効率よ く モデリ ン グする 方法2

6
胸像モデルの作成3

効率よ く モデリ ン グする 方法4

3
選択式の課題4

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

4
選択式の課題6

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

1
前期製作発表。

2
選択式の課題2

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ン ト ）

九州デザイ ナー学院

　 教科名： 制作スキルアッ プ 原田　 寿雄 ■ 2年　 後期

到達目標
習得し た技術の応用と 新し い機能を使っ て綺麗に仕
上げる方法の習得

実務経験



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

2単位

32時数

3Dプリ ンタ ー会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

選択し た課題の資料を 作成2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

選択し た課題のモデリ ン グ作業4

（ モデル提出）

資料の作成2

（ 提出は無し ）

顔、 髪の毛の作成

（ 提出は無し ）

胴体の作成

（ 提出は無し ）

モデルの最終調整

（ モデル提出）

資料、 仕様書の作成2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業2

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業4

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業6

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業8

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業10

（ 提出は無し ）

モデリ ン グ作業12

（ モデル提出）最終調整

15
全身モデルの作成11

３ Dプリ ン タ ーに対応し たモデルの編集2

16
全身モデルの作成13

13
全身モデルの作成7

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

14
全身モデルの作成9

モデルを 分割する 方法2

11
全身モデルの作成3

全身モデルを モデリ ン グする 方法3

12
全身モデルの作成5

全身モデルを モデリ ン グする 方法5

9
就職活動で製作物の活かし 方

10
全身モデルの作成1

全身モデルを モデリ ン グする 方法1

7
胸像モデルの作成6

効率よ く モデリ ン グする 方法6

8
胸像モデルの作成8

最終調整

5
胸像モデルの作成2

効率よ く モデリ ン グする 方法2

6
胸像モデルの作成3

効率よ く モデリ ン グする 方法4

3
選択式の課題4

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

4
選択式の課題6

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

1
前期製作発表。

2
選択式の課題2

マスコ ッ ト キャ ラ 、 素体の修正、 アイ テムから 一つを 選んで作業す
る

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ン ト ）

九州デザイ ナー学院

　 教科名： 制作スキルアッ プ 原田　 寿雄 ■ 2年　後期

到達目標
習得し た技術の応用と 新し い機能を使っ て綺麗に仕
上げる方法の習得

実務経験



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

彫刻家

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

土台と なる 芯材を 丁寧に作る

筋肉表現

粘土を 使用し て制作

人体正面図の理解

粘土を 使用し て制作

人体背面図の理解

粘土を 使用し て制作

人体側面図の理解

粘土を 使用し て制作

復習

粘土を 使用し て制作

総評

土台と なる 芯材を 丁寧に作る

筋肉表現

粘土を 使用し て制作

人体正面図の理解

粘土を 使用し て制作

人体背面図の理解

粘土を 使用し て制作

人体側面図の理解

粘土を 使用し て制作

復習

粘土を 使用し て制作

総評

九州デザイ ナー学院

　 教科名： フ ィ ギュ アデッ サン＆人体構築 山本　 重春 ■ 2年　 前期

到達目標
１ 年次で学習し た内容を更に人体図作成と 人体造型
制作を軸にし て習得する。 人体骨格図・ 筋肉編（ 上
肢・ 下肢） 解剖学・ 骨格・ 筋肉の名称を覚える。 		

実務経験

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ン ト ）

1

2

3

4

授業オリ エン テーショ ン

人体の比率に関する 講義（ 人体正面の比率）

人体の比率に関する 講義（ 筋肉表現）

芯材制作

5

6

7

人体の比率に関する 講義（ 人体側面の比率）

人体の比率に関する 講義（ 人体背面の比率）

人体の比率の復習

8

9

10
人体の比率に関する 講義（ ポージン グの筋肉表現）

芯材制作

講評

11

12

13
( 夏休み直前授業) 夏休み中の作業の仕方指導。

人体の比率に関する 講義（ 人体背面の筋肉表現）

人体の比率に関する 講義（ 人体正面の筋肉表現）

16

14

15

講評

人体の筋肉表現の復習

人体の比率に関する 講義（ 人体側面の筋肉表現）



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

彫刻家

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

人体比率を 考える

人体比率を 考える

骨格を 考える

骨格を 考える

筋肉を 考える

筋肉を 考える

総評

空間も 把握し 描き 込み

石膏像も し く は静物の選択と 位置
決め

空間も 把握し 描き 込み

石膏像も し く は静物の選択と 位置
決め

空間も 把握し 描き 込み

石膏像も し く は静物の描き 込み

空間も 把握し 描き 込み

石膏像も し く は静物の描き 込み

空間も 把握し 描き 込み

石膏像も し く は静物の描き 込み

空間も 把握し 描き 込み

石膏像も し く は静物の描き 込み

総評

九州デザイ ナー学院

　 教科名： フ ィ ギュ アデッ サン＆人体構築 山本　 重春 ■ 2年　 後期

到達目標

こ れまで学習し た人体図と 骨格・ 筋肉の名称の復習と 、 人
体造形作品の精度の向上を目的と する。 繰り 返し の人体図
（ ３ 面図） の参考なし の描き 込み訓練と 人体造形の完成度
向上。 		

実務経験

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ン ト ）

1

2

3

4

前期製作発表。

人体図（ ３ 面図） 描き 込み訓練

デッ サン 演習と 講評会

人体図（ ３ 面図） 描き 込み訓練

人体図（ ３ 面図） 描き 込み訓練

デッ サン 　 人体造形から スケッ チと 講評会

デッ サン 　 人体造形の指導と 描写と 講評会

5

6

7
人体図（ ３ 面図） 描き 込み訓練

デッ サン 演習と 講評会

人体図（ ３ 面図） 描き 込み訓練

デッ サン 演習と 講評会

人体図（ ３ 面図） 描き 込み訓練

デッ サン 演習と 講評会

8

9

10

就職活動で製作物の活かし 方

人体図（ ３ 面図） 描き 込み訓練

就職活動によ っ ては石膏も し く は静物デッ サン 演習

人体図（ ３ 面図） 描き 込み訓練

デッ サン 演習と 講評会

11

12

13

人体図（ ３ 面図） 描き 込み訓練

就職活動によ っ ては石膏も し く は静物デッ サン 演習

人体図（ ３ 面図） 描き 込み訓練

就職活動によ っ ては石膏も し く は静物デッ サン 演習

人体図（ ３ 面図） 描き 込み訓練

就職活動によ っ ては石膏も し く は静物デッ サン 演習

16

14

15

人体図（ ３ 面図） 描き 込み訓練

就職活動によ っ ては石膏も し く は静物デッ サン 演習

人体図（ ３ 面図） 描き 込み訓練

就職活動によ っ ては石膏も し く は静物デッ サン 演習

人体図（ ３ 面図） 描き 込み訓練

就職活動によ っ ては石膏も し く は静物デッ サン 演習



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

フ ィ ギュ ア原型師

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

フ リ ーハン ド で直線を 描く

1点透視で箱( 正六面体) を 描く

2点透視で箱( 正六面体) を 描く

複合体（ 建物等） を 描く

人体正面図（ 比率） の習得

芯材造り

粘土で頭部の大まかな形作り

頭部の土台制作

頭骨制作

頭骨制作

頭骨制作

顔の筋肉を 理解する

顔の筋肉を 理解する

顔の筋肉を 理解する

九州デザイ ナー学院

　 教科名： ド ローイ ング＆スカ ルプト 上級 榊原　 優太 ■ 2年　 前期

到達目標
人体構造を理解する必要がある。 プラ ス 人体構造を理解
し た上でそれを360度の視点で見れるよう に訓練し なけれ
ばなら い。 平面と 立体の繰り 返し 訓練をする。

実務経験

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ン ト ）

1

2

3

4

授業オリ エン テーショ ン

・ ２ 点透視図法を 用いて箱を 描く 訓練

透視図法２

・ １ 点透視図法を 用いて箱を 描く 訓練

透視図法１

・ 線の練習

ド ロ ーイ ン グの基本レ ッ スン

5

6

7
・ 頭蓋作成　 芯材造り

造形１

・ 顔の比率を 習得

平面( 2次元) 〜立体( 3次元)

・ 複合体の訓練

透視図法３

8

9

10
・ 前頭部の造り について解説と 実技

頭蓋制作１

・ 頭蓋の制作（ 土台制作の制度を 上げる ）

顔の基本と なる 骨格（ 頭蓋） の理解

・ 頭蓋の土台制作

造形２

11

12

13
( 夏休み直前授業) 夏休み中の作業の仕方指導。

・ 後頭部の造り についての解説と 実技

頭蓋制作3

・ 側頭部の造り についての解説と 実技

頭蓋制作2

16

14

15

・ 制作し た頭蓋に粘土を 使っ て筋肉を 貼る

頭蓋〜筋肉3

・ 制作し た頭蓋に粘土を 使っ て筋肉を 貼る

頭蓋〜筋肉２

・ 顔の筋肉に関する 解説

頭蓋〜筋肉１



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

フ ィ ギュ ア原型師

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

土台と なる 芯材を 丁寧に作る

骨格の理解

粘土を 使用し て骨格を 制作

人体正面図の理解

粘土を 使用し て骨格を 制作

人体背面図の理解

粘土を 使用し て骨格を 制作

人体側面図の理解

粘土を 使用し て骨格を 制作

復習

粘土を 使用し て骨格を 制作

総評

人体の比率を 繰り 返し 訓練( 描く ） し て覚え
る

造形を と おし て主要な筋肉を 覚える ( 頭部)

人体の比率を 繰り 返し 訓練( 描く ） し て覚え
る

造形を と おし て主要な筋肉を 覚える ( 胸部)

人体の比率を 繰り 返し 訓練( 描く ） し て覚え
る

造形を と おし て主要な筋肉を 覚える ( 腹部)

人体の比率を 繰り 返し 訓練( 描く ） し て覚え
る

造形を と おし て主要な筋肉を 覚える ( 脚部)

人体の比率を 繰り 返し 訓練( 描く ） し て覚え
る

造形を と おし て主要な筋肉を 覚える ( 腕部)

人体の比率を 繰り 返し 訓練( 描く ） し て覚え
る

全体のバラ ン スを 整える ( 部分→全体）

総評

九州デザイ ナー学院

　 教科名： ド ローイ ング＆スカ ルプト 上級 榊原　 優太 ■ 2年　 後期

到達目標
造型（ 人体） バラ ンス＋構造を 理解し ながら 制作
でき ているかどう かを 判断

実務経験

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ン ト ）

1

2

3

4

前期製作発表。

芯材制作

人体の比率に関する 講義（ 骨格の比率）

骨格の形成 演習中指導

人体の比率に関する 講義（ 人体正面の比率）

骨格の形成 演習中指導

5

6

7

人体の比率に関する 講義（ 人体背面の比率）

骨格の形成 演習中指導

人体の比率に関する 講義（ 人体側面の比率）

骨格の形成 演習中指導

人体の比率の復習

骨格の形成 演習中指導

8

9

10

就職活動で製作物の活かし 方

講評

人体の比率の復習 ( 繰り 返し 訓練）

制作し た骨格に沿っ て筋肉( 粘土) を 貼る  演習中指導

11

12

13

人体の比率の復習 ( 繰り 返し 訓練）

制作　 演習中指導

ワン ダーフ ェ スティ バルに向けた作品制作を 通じ

人体の比率の復習

ワン ダーフ ェ スティ バルに向けた作品制作を 通じ

人体の比率の復習

16

14

15

ワン ダーフ ェ スティ バルに向けた作品制作を 通じ

人体の比率の復習

ワン ダーフ ェ スティ バルに向けた作品制作を 通じ

人体の比率の復習

講評



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

3Dプリ ンタ ー会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

資料作成の進行具合を チェ ッ ク

→可能なら 提出

モデルデータ の提出

資料作成の進行具合を チェ ッ ク

→可能なら 提出

モデルデータ の提出

九州デザイ ナー学院

　 教科名： フ ィ ギュ ア3D上級A 川淵　 直樹 ■ 2年　 前期

到達目標

フ ィ ギュ ア用モデルデータ の作成		
→１ つのク ールで１ 作品のデータ を 完成さ せる （ 製作内容は
B、 Cと 同様） 		
→出力に対応し たデータ の作成、 イ ベン ト 等で販売でき る ク
オリ ティ の実現が目標		

実務経験

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ン ト ）

1

2

3

4

授業オリ エン テーショ ン

フ ィ ギュ ア全身モデル製作の為の資料集め①

→必要な資料の作成

フ ィ ギュ ア全身モデル製作の為の資料集め②

→集めた画像から フ ィ ギュ ア製作の資料を 作成

モデリ ン グ①

5

6

7

モデリ ン グ②

モデリ ン グ③

モデリ ン グ④

8

9

10

モデリ ン グ⑤

→可能なら モデルの提出

フ ィ ギュ ア全身モデル製作の為の資料集め①

→必要な資料の作成

フ ィ ギュ ア全身モデル製作の為の資料集め②

→集めた画像から フ ィ ギュ ア製作の資料を 作成

課題： オリ ジナルデザイ ン のキャ ラ ク
タ ー→就活状況に合わせて内容を 変更

11

12

13
( 夏休み直前授業) 夏休み中の作業の仕方指導。

モデリ ン グ①

モデリ ン グ②

途中経過のチェ ッ ク →こ ち ら の指示
通り に編集でき ている か確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ち ら の指示
通り に編集でき ている か確認

16

14

15

モデリ ン グ⑤

モデリ ン グ③

モデリ ン グ④

→可能なら モデルの提出

途中経過のチェ ッ ク →こ ち ら の指示
通り に編集でき ている か確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ち ら の指示
通り に編集でき ている か確認

課題テーマは自由（ キャ ラ ク タ ー、 動
物等） →就活状況に合わせて内容を 変
更

途中経過のチェ ッ ク →こ ち ら の指示
通り に編集でき ている か確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ち ら の指示
通り に編集でき ている か確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ち ら の指示
通り に編集でき ている か確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ち ら の指示
通り に編集でき ている か確認



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

3Dプリ ンタ ー会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

資料作成の進行具合をチェ ッ ク

→可能なら 提出

モデルデータ の提出

課題テーマは自由（ キャ ラ ク タ ー、
動物等）

→就活状況に合わせて内容を変更

資料作成の進行具合をチェ ッ ク

→可能なら 提出

モデルデータ の提出

九州デザイ ナー学院

　 教科名： フ ィ ギュ ア3D上級A 川淵　 直樹 ■ 2年　 後期

到達目標

フ ィ ギュ ア用モデルデータ の作成		
→１ つのク ールで１ 作品のデータ を完成さ せる（ 製作内容
はB、 Cと 同様） 		
→出力に対応し たデータ の作成、 イ ベント 等で販売でき る
ク オリ ティ の実現が目標

実務経験

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ント ）

1

2

3

4

フ ィ ギュ ア全身モデル製作の為の資料集め①

→必要な資料の作成

フ ィ ギュ ア全身モデル製作の為の資料集め②

→集めた画像から フ ィ ギュ ア製作の資料を作成

モデリ ング①

前期製作発表。

5

6

7

モデリ ング②

モデリ ング③

モデリ ング④

8

9

10

就職活動で製作物の活かし 方

モデリ ング⑤

→可能なら モデルの提出

フ ィ ギュ ア全身モデル製作の為の資料集め①

→必要な資料の作成

11

12

13

フ ィ ギュ ア全身モデル製作の為の資料集め②

→集めた画像から フ ィ ギュ ア製作の資料を作成

モデリ ング①

モデリ ング②

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

16

14

15

モデリ ング⑤

→可能なら モデルの提出

モデリ ング③

モデリ ング④

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

課題テーマは自由（ キャ ラ ク タ ー、
動物等） →就活状況に合わせて内容
を変更

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

3Dプリ ンタ ー会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

資料作成の進行具合をチェ ッ ク

→可能なら 提出

モデルデータ の提出

資料作成の進行具合をチェ ッ ク

→可能なら 提出

モデルデータ の提出

九州デザイ ナー学院

　 教科名： フ ィ ギュ ア3D上級B 川淵　 直樹 ■ 2年　 前期

到達目標

フ ィ ギュ ア用モデルデータ の作成		
→１ つのク ールで１ 作品のデータ を完成さ せる（ 製作内容
はA、 Cと 同様） 		
→出力に対応し たデータ の作成、 イ ベント 等で販売でき る
ク オリ ティ の実現が目標

実務経験

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ント ）

1

2

3

4

授業オリ エンテーショ ン

フ ィ ギュ ア全身モデル製作の為の資料集め①

→必要な資料の作成

フ ィ ギュ ア全身モデル製作の為の資料集め②

→集めた画像から フ ィ ギュ ア製作の資料を作成

モデリ ング①

5

6

7

モデリ ング②

モデリ ング③

モデリ ング④

8

9

10

モデリ ング⑤

→可能なら モデルの提出

フ ィ ギュ ア全身モデル製作の為の資料集め①

→必要な資料の作成

フ ィ ギュ ア全身モデル製作の為の資料集め②

→集めた画像から フ ィ ギュ ア製作の資料を作成

課題： オリ ジナルデザイ ンのキャ ラ ク
タ ー→就活状況に合わせて内容を変更

11

12

13

モデリ ング①

モデリ ング②

モデリ ング③

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

16

14

15
モデリ ング⑤

モデリ ング⑥

→可能なら モデルの提出

モデリ ング④ 途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

課題テーマは自由（ キャ ラ ク タ ー、 動物
等） →就活状況に合わせて内容を変更

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

3Dプリ ンタ ー会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

資料作成の進行具合をチェ ッ ク

→可能なら 提出

モデルデータ の提出

資料作成の進行具合をチェ ッ ク

→可能なら 提出

モデルデータ の提出

九州デザイ ナー学院

　 教科名： フ ィ ギュ ア3D上級B 川淵　 直樹 ■ 2年　 後期

到達目標

フ ィ ギュ ア用モデルデータ の作成		
→１ つのク ールで１ 作品のデータ を完成さ せる（ 製作内容
はA、 Cと 同様） 		
→出力に対応し たデータ の作成、 イ ベント 等で販売でき る
ク オリ ティ の実現が目標

実務経験

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ント ）

1

2

3

4

フ ィ ギュ ア全身モデル製作の為の資料集め①

→必要な資料の作成

フ ィ ギュ ア全身モデル製作の為の資料集め②

→集めた画像から フ ィ ギュ ア製作の資料を作成

モデリ ング①

前期製作発表。

5

6

7

モデリ ング②

モデリ ング③

モデリ ング④

8

9

10

就職活動で製作物の活かし 方

モデリ ング⑤

→可能なら モデルの提出

フ ィ ギュ ア全身モデル製作の為の資料集め①

→必要な資料の作成

課題テーマは自由（ キャ ラ ク タ ー、
動物等） →就活状況に合わせて内容
を変更

11

12

13

フ ィ ギュ ア全身モデル製作の為の資料集め②

→集めた画像から フ ィ ギュ ア製作の資料を作成

モデリ ング①

モデリ ング②

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

16

14

15

モデリ ング⑤

→可能なら モデルの提出

モデリ ング③

モデリ ング④

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

課題テーマは自由（ キャ ラ ク タ ー、 動物
等） →就活状況に合わせて内容を変更

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

3Dプリ ンタ ー会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

資料作成の進行具合をチェ ッ ク

→可能なら 提出

モデルデータ の提出

資料作成の進行具合をチェ ッ ク

→可能なら 提出

モデルデータ の提出

九州デザイ ナー学院

　 教科名： フ ィ ギュ ア3D上級C 川淵　 直樹 ■ 2年　 前期

到達目標

フ ィ ギュ ア用モデルデータ の作成		
→１ つのク ールで１ 作品のデータ を完成さ せる（ 製作内容
はA、 Bと 同様） 		
→出力に対応し たデータ の作成、 イ ベント 等で販売でき る
ク オリ ティ の実現が目標

実務経験

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ント ）

1

2

3

4

授業オリ エンテーショ ン

フ ィ ギュ ア全身モデル製作の為の資料集め①

→必要な資料の作成

フ ィ ギュ ア全身モデル製作の為の資料集め②

→集めた画像から フ ィ ギュ ア製作の資料を作成

モデリ ング①

5

6

7

モデリ ング②

モデリ ング③

モデリ ング④

8

9

10

モデリ ング⑤

→可能なら モデルの提出

フ ィ ギュ ア全身モデル製作の為の資料集め①

→必要な資料の作成

フ ィ ギュ ア全身モデル製作の為の資料集め②

→集めた画像から フ ィ ギュ ア製作の資料を作成

課題： オリ ジナルデザイ ンのキャ ラ
ク タ ー→就活状況に合わせて内容を
変更

11

12

13

モデリ ング①

モデリ ング②

モデリ ング③

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

16

14

15
モデリ ング⑤

モデリ ング⑥

→可能なら モデルの提出

モデリ ング④ 途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

課題テーマは自由（ キャ ラ ク タ ー、 動物
等） →就活状況に合わせて内容を変更

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

3Dプリ ンタ ー会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

資料作成の進行具合をチェ ッ ク

→可能なら 提出

モデルデータ の提出

課題テーマは自由（ キャ ラ ク タ ー、 動物等）

→就活状況に合わせて内容を変更

資料作成の進行具合をチェ ッ ク

→可能なら 提出

モデルデータ の提出

九州デザイ ナー学院

　 教科名： フ ィ ギュ ア3D上級C 川淵　 直樹 ■ 2年　 後期

到達目標

フ ィ ギュ ア用モデルデータ の作成		
→１ つのク ールで１ 作品のデータ を完成さ せる（ 製作内容
はA、 Bと 同様） 		
→出力に対応し たデータ の作成、 イ ベント 等で販売でき る
ク オリ ティ の実現が目標

実務経験

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ント ）

1

2

3

4

フ ィ ギュ ア全身モデル製作の為の資料集め①

→必要な資料の作成

フ ィ ギュ ア全身モデル製作の為の資料集め②

→集めた画像から フ ィ ギュ ア製作の資料を作成

モデリ ング①

前期製作発表。

5

6

7

モデリ ング②

モデリ ング③

モデリ ング④

8

9

10

就職活動で製作物の活かし 方

モデリ ング⑤

→可能なら モデルの提出

フ ィ ギュ ア全身モデル製作の為の資料集め①

→必要な資料の作成

11

12

13

フ ィ ギュ ア全身モデル製作の為の資料集め②

→集めた画像から フ ィ ギュ ア製作の資料を作成

モデリ ング①

モデリ ング②

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

16

14

15

モデリ ング③

モデリ ング④

モデリ ング⑤

→可能なら モデルの提出

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

課題テーマは自由（ キャ ラ ク タ ー、 動物
等） →就活状況に合わせて内容を変更

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認

途中経過のチェ ッ ク →こ ちら の指示
通り に編集でき ているか確認



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

2単位

32時数

フ ィ ギュ ア原型師

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

イ ラ スト をも と にフ ィ ギュ ア制作

大まかなポージング、 素体の精度を
上げる

ポーィ ング完成

ラ フ 状態でのポージング完成

アウト ラ イ ンに近づける

肉感を元イ ラ スト に近づける

パーツの完成

全身のパーツが揃う

精度を上げる

荒い箇所を重点的に無く す

磨き の段階に入る

表面処理に入る

仕上げ前まで完成

表面処理を行っ ている（ 途中でも 複
製する）

荒いと こ ろ を無く す、 表面処理

気泡、 傷、 ひけを処理

荒いと こ ろ を無く す、 表面処理

気泡、 傷、 ひけを処理

表面処理

サフ を吹き 付けるまで

表面処理

サフ 吹いた後、 表面処理にはいるまで

表面処理

表面処理

全体的に磨けている状態

表面処理

完成状態

九州デザイ ナー学院

　 教科名： フ ィ ギュ アテク ニッ ク 榊原　 優太 ■ 2年　 前期

到達目標
造形制作上級と 連動し フ ィ ギュ ア原型の制作。
表面処理、 サフ 仕上げ前間で完成。

実務経験

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ント ）

1

2

3

4

授業オリ エンテーショ ン

フ ィ ギュ ア原型作成

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

フ ィ ギュ ア原型作成

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

フ ィ ギュ ア原型作成

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

5

6

7

フ ィ ギュ ア原型作成

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

複製作成

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

複製作成、 フ ィ ニッ シャ ー（ 磨き ）

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

8

9

10

複製作成、 フ ィ ニッ シャ ー（ 磨き ）

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

複製作成、 フ ィ ニッ シャ ー（ 磨き ）

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

複製作成、 フ ィ ニッ シャ ー（ 磨き ）

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

11

12

13
( 夏休み直前授業) 夏休み中の作業の仕方指導。

複製作成、 フ ィ ニッ シャ ー（ 彩色下塗り ）

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

複製作成、 フ ィ ニッ シャ ー（ 彩色下塗り ）

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

16

14

15

複製作成、 フ ィ ニッ シャ ー（ 彩色）

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

複製作成、 フ ィ ニッ シャ ー（ 彩色）

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

複製作成、 フ ィ ニッ シャ ー（ 彩色）

１ 体完成



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

フ ィ ギュ ア原型師

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

イ ラ スト を も と にフ ィ ギュ ア制作

大まかなポージング、 素体の精度を上げる

ポージング完成

ラ フ 状態でのポージング完成

アウト ラ イ ンに近づける

肉感を 元イ ラ スト に近づける

パーツの完成

全身のパーツが揃う

精度を 上げる

荒い箇所を 重点的に無く す

磨き の段階に入る

表面処理に入る

仕上げ前まで完成

表面処理を行っ ている（ 途中でも 可）

表面処理

気泡などが無い状態

表面処理

全体的に磨けている状態

表面処理

原型完成状態

複製型の作成

最低、 片面まで流す。

型を 使っ た複製作業

複製品の出力

複製品への塗装

下地塗装ができ ている

仕上げ前まで完成

九州デザイ ナー学院

　 教科名： フ ィ ギュ アテク ニッ ク 榊原　 優太 ■ 2年　 後期

到達目標
製作作品の監修。 監修内容の理解、 作品への応
用。

実務経験

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ント ）

1

2

3

4

フ ィ ギュ ア原型の監修

内容を 理解し ているか？

フ ィ ギュ ア原型の監修

フ ィ ギュ ア原型の監修

前期製作発表。

5

6

7

フ ィ ギュ ア原型の監修

フ ィ ギュ ア原型の監修

内容を 理解し 反映さ せているか？

フ ィ ギュ ア原型の監修

8

9

10

就職活動で製作物の活かし 方

フ ィ ギュ ア原型の監修

フ ィ ギュ ア原型の監修

前回を 活かし 、 事前準備ができ ているか？

11

12

13

フ ィ ギュ ア原型の監修

内容を 理解し ているか？

フ ィ ギュ ア原型の監修

内容を 理解し 反映さ せているか？

フ ィ ギュ ア原型の監修

16

14

15

フ ィ ギュ ア原型の監修

フ ィ ギュ ア原型の監修

ワンダーフ ェ スティ バル出展準備



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

フ ィ ギュ ア原型師

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

イ ラ スト を も と にフ ィ ギュ ア制作

大まかなポージング、 素体の精度
を 上げる

ポーィ ング完成

ラ フ 状態でのポージング完成

アウト ラ イ ンに近づける

肉感を 元イ ラ スト に近づける

パーツの完成

全身のパーツが揃う

精度を 上げる

荒い箇所を 重点的に無く す

磨き の段階に入る

表面処理に入る

仕上げ前まで完成

表面処理を行っ ている（ 途中でも 可）

荒いと こ ろ を 無く す、 表面処理

気泡、 傷、 ひけを 処理

荒いと こ ろ を 無く す、 表面処理

気泡、 傷、 ひけを 処理

表面処理

サフ を 吹き 付けるまで

表面処理

サフ 吹いた後、 表面処理にはいる
まで

表面処理

気泡などが無い状態

表面処理

全体的に磨けている状態

表面処理

完成状態

九州デザイ ナー学院

　 教科名： 造形制作 榊原　 優太 ■ 2年　 前期

到達目標
フ ィ ギュ ア原型の制作。 表面処理、 サフ 仕上げ
前間で完成。

実務経験

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ント ）

1

2

3

4

授業オリ エンテーショ ン

フ ィ ギュ ア原型作成

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

フ ィ ギュ ア原型作成

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

フ ィ ギュ ア原型作成

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

5

6

7

フ ィ ギュ ア原型作成

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

フ ィ ギュ ア原型作成

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

フ ィ ギュ ア原型作成

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

8

9

10

フ ィ ギュ ア原型作成

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

フ ィ ギュ ア原型作成

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

フ ィ ギュ ア原型作成

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

11

12

13
( 夏休み直前授業) 夏休み中の作業の仕方指導。

フ ィ ギュ ア原型作成、 表面処理メ イ ン

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

フ ィ ギュ ア原型作成、 表面処理メ イ ン

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

16

14

15

フ ィ ギュ ア原型作成、 表面処理

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

フ ィ ギュ ア原型作成、 表面処理メ イ ン

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

フ ィ ギュ ア原型作成、 表面処理メ イ ン

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

4単位

64時数

フ ィ ギュ ア原型師

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

イ ラ スト を も と にフ ィ ギュ ア制作

大まかなポージング、 素体の精度
を 上げる

ポージング完成

ラ フ 状態でのポージング完成

アウト ラ イ ンに近づける

肉感を 元イ ラ スト に近づける

パーツの完成

全身のパーツが揃う

精度を 上げる

荒い箇所を 重点的に無く す

磨き の段階に入る

表面処理に入る

仕上げ前まで完成

表面処理を行っ ている（ 途中でも 可）

表面処理

気泡などが無い状態

表面処理

全体的に磨けている状態

表面処理

原型完成状態

複製型の作成

最低、 片面まで流す。

型を 使っ た複製作業

複製品の出力

複製品への塗装

下地塗装ができ ている

完成品の作成

塗装終了、 完成品状態

九州デザイ ナー学院

　 教科名： 造形制作 榊原　 優太 ■ 2年　 後期

到達目標
フ ィ ギュ ア原型の制作。 全パーツが揃っ てい
る。 塗装済み完成まで。

実務経験

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ント ）

1

2

3

4

フ ィ ギュ ア原型作成

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

フ ィ ギュ ア原型作成

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

フ ィ ギュ ア原型作成

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

前期製作発表。

5

6

7

フ ィ ギュ ア原型作成

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

フ ィ ギュ ア原型作成

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

フ ィ ギュ ア原型作成

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

8

9

10

就職活動で製作物の活かし 方

フ ィ ギュ ア原型作成

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

フ ィ ギュ ア原型作成、 表面処理

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

11

12

13

フ ィ ギュ ア原型作成、 表面処理メ イ ン

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

フ ィ ギュ ア原型作成、 表面処理メ イ ン

丁寧さ 、 スケジュ ール感把握

型取り 作業

丁寧さ 、 正確さ 、 スケジュ ール感把握

16

14

15

レ ジンキャ スト による複製

丁寧さ 、 正確さ 、 スケジュ ール感把握

塗装開始

丁寧さ 、 正確さ 、 スケジュ ール感把握

塗装、 完成品を 作成。

丁寧さ 、 正確さ 、 スケジュ ール感把握



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

16単位

256時数

3Dプリ ンタ ー会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

九州デザイ ナー学院

　 教科名： 企業研修Ⅰ 原田　 寿雄 ■ 2年　 前期

到達目標
実務経験外部企業から の依頼を 通し て業務と し ての制作

経験を 積む

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ント ）

1 オリ エンテーショ ン

2 企業研修

3 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

7 企業研修

企業研修

8 企業研修

9 企業研修

14 企業研修

15 企業研修

16 企業研修

12 企業研修

13 企業研修

10 企業研修

11



授業担当 学科名： フ ィ ギュ アデザイ ン学科

8単位

128時数

3Dプリ ンタ ー会社勤務歴有

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

九州デザイ ナー学院

　 教科名： 企業研修Ⅱ 原田　 寿雄 ■ 2年　 後期

到達目標
実務経験外部企業から の依頼を 通し て業務と し ての制作

経験を 積む

授業方法 演習

成績評価の方法・ 基準

課題作品による評価

回
授業内容

資材
（ 評価ポイ ント ）

1 オリ エンテーショ ン

2 企業研修

3 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

7 企業研修

企業研修

8 企業研修

9 企業研修

14 企業研修

15 企業研修

16 企業研修

12 企業研修

13 企業研修

10 企業研修

11
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